
【提出様式】　令和４年度　豊島区立学校　学校評価　自己評価表
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児童・生徒数 保護者数 教職員数 地域の方

447 177 31 8

評価対象者数　（人）

あいさつの意義や素晴らしさを考える機会を設け、さらに

気持ちの入ったあいさつが、いつでも、どこでも、誰に対

してもできるよう教職員が率先垂範していく。

教員の働き方が変わらないと、良

い教員が育たない、人材が確保で

きない時代だと感じている。業務

内容の精選に励み、教職員の方々

には頑張ってほしい。

B

「働き方改革」を担当する組織を中心に、校務

の精選、実施方法の工夫、会議時間の短縮に力

を入れる。また、年間を通して教職員の全体目

標、個人目標を設定し、進行状況の把握、評

価、改善を繰り返していく。

いじめ防止に関する取組を学校全

体で力を入れている様子は年間を

通して見られ、素晴らしいと感じ

た。

また、特別支援学級との交流及び

共同学習についても素晴らしいと

感じている。

次年度は周知に力を入れてほし

い。

A

いじめアンケートだけでなく生徒一人一人に寄り添

いながら学校としていじめの未然防止に努めてい

く。また組織的な対応に力を入れ、その取組を保護

者会、学校HPや学校だより等で周知していく。ま

た、インクルーシブ教育をさらに推進し、HPや学校

だよりだけでなく、土曜授業時にも交流及び共同学

習に取り組み、その様子を保護者や地域の方に参観

してもらうことを通じて学校の取組を発信してい

く。

どの生徒のケースでも校長、副校長を

はじめ全教職員が真剣に向き合ってい

ると感じている。時間のない中で、要

望等に対し、検討し答えていくのは難

しい取組だと思うが頑張って欲しい。

A

アンケート等で寄せられる要望や意見に対して学校

の取組を学校だよりや学校HP等で返答していく。ま

た、次年度から改訂される新しい学校のきまりにつ

いて生徒や保護者へ周知し、本校の特徴を継続でき

るように努めていく。

地域とのつながりを強化できる千

酌を次年度は行っていきたい。ま

た、学校だよりやHPなどは小学生

の保護者もよく見ており学校選択

の資料になっている。今後も力を

入れて行ってほしい。

A

日常のＨＰの管理担当を設けるだけでなく、学年の

行事の際には学年ごとに担当を設けることで情報発

信の価値機能を高める。

生徒の活躍の場を地域へ求めたり、地域の教育力を

学校に取り入れることを次年度はさらに積極的に推

進する。

あいさつに対する取組はコロナ以前

と変わりなく行えており、素晴らし

いと感じている。
A

参観の際にICT機器やタブレットを使用

して授業を行っている様子に驚いた。

活用法などの研修が行われている様子

が見られた。

また、教室に入ることのできない生徒

へ向け、学習センター等を解放し、い

つでも受け入れることができる体制を

整えたことはとても良いことだと感じ

ている。

A

オンラインでの授業配信を継続し、学びの

保障に務め、また、教室に入れない生徒へ

向けた学習環境の整備に努め、さらに関係

機関とも連携を図っていく。またCBTを利用

した授業改善を推進し、生徒にとって分か

りやすい授業を行えるように授業改善に努

めていく。

道徳授業地区公開講座はとても貴重な

会であると感じる。答えのない問いに

対して、今の生徒達がどのように考え

ているのかを聞くことはとても興味深

い。

そのため次年度、土曜日に開催される

予定と聞き、さらに参加しやすくなっ

ていると感じた。

A

次年度は道徳授業地区公開講座を土曜日に

実施し、より多くの地域や保護者の方々と

意見交換することで生徒の豊かな心の醸成

を目指し、暖かい雰囲気づくりに努めてい

く。道徳の授業を要として、各教科におい

ても命の教育にも力を入れ、学校HPや学校

だより等で取組みの様子を発信していく。

学校保健委員会の会議に参加した

さいに充実した取組を拝見した。

地域としても生徒の健康維持に向

け、食育等に関する内容の周知に

も協力していきたい。

B

様々な活動が制限される中で、健康な生活を送れる

ようにするために、自らの健康や体力の向上につい

て考え、次年度も実践する場面を意図的につくって

いく。

食育を家庭と連携するために給食だより等で食育に

関する情報を学校から発信していく。

※学校関係者による評価の評語は、自己評価結果について以下の視点で行う。  Ａ　評価は妥当である　　　Ｂ　評価はおおむね妥当である　　Ｃ　評価は妥当ではない　　Ｄ　評価方法を見直す必要がある

12 9 6 4

労働時間の短縮、仕事の効率化

は、まだまだ意識改革や工夫すべ

き点がある。昨年同様教職員の負

担感を減らせるように学校全体で

同一方向を向き「働き方改革」を

推進する必要がある。

Ⅸ 働き方改革 Ⅸ－１

学校は、校務支援システムの活用や「チーム学
校」を意識した業務分担等により、組織的に業務
の効率化・最適化を目指して取り組んでいる。

10 0 1

「あいさつのこだまする西池中」のスローガン

の通り、あいさつに対する生徒の意識は高い。

より自発性を育んでいきたい。15 7 1 0 0 0

生徒との面接等でも本校の特徴として「落ち着

いた学校」「あいさつの活発な学校」という声

がよく聞かれる。土曜授業時の参観者アンケー

トでも同様の声が多く寄せられている。その際

の意見にタイムリーに返答することができてい

ない点で「分からない」に繋がってしまったと

考える。

Ⅶ－１

学校は、学校や子ども達の様子を、学校だよりや
ホームページ、学校公開等によって、分かりやす
く伝えている。

0 0

Ⅷ
特色ある

  教育活動
Ⅷ－１

学校は、あいさつ活動への取り組みに関する教育
を推進している。

93 63 5 1

1 0 0 0 19 12

Ⅶ
家庭・地域との

連携

81 77

20

ＨＰは毎日更新だけでなく行事の

際にはタイムリーに更新して、生

徒の様子を発信してきた。必要な

情報をすぐに探しやすいように今

後も情報の整理に務めていく。

Ⅶ－２
学校は、家庭や地域と協力しながら子どもを教育
している。

56 84 11 1 25 7

0 0 22 9 0 08 3 8 7 1 0

11 0 048 6 2 0 0 0

0

Ⅵ
教師力の向上と

魅力ある

学校づくり

Ⅵ－１
学校は秩序があり、子ども達は落ち着いて学校生
活を送っている。

73 77 7 2

2 0 0 0 20 9

16 11 3 1

Ⅵ－２
学校は、保護者や地域の方の意見や要望を受け止
め、学校改善に生かしている。

50 70 20

22 7

18 4 4 0 0 0

2

いじめ防止に対する学校

全体の取組に関しては概

ね良かった反面、特別支

援教室等に関しても、分

からない「分からない」

の回答が昨年度同様に多

いため、周知の方法を検

討していく。

Ⅴ－２
学校は、子ども達の気持ちを理解するために、一人一

人に寄り添いながら、指導を行っている。
54 80 14 5 24 7

0 0 26 5 0 07 8 48 8 0 0

2 00

0

Ⅴ
一人一人を大切

にする

教育の推進

Ⅴ－１
学校は、いじめ防止等（未然防止、早期発見、早期対

応）に学校全体で組織的に対応している。
44 70

27 3 5 0 0 0

Ⅴ－３
学校は、特別支援教育や発達障害等に関して、一
人一人に適切な指導を行っている。

42 48 6 2 79 6

1 0 0

1 0
体力向上では肯定的な意

見が多く見られたが、食

事に関しては生徒のみ否

定的な意見が比較的多い

点が課題である。
Ⅳ－２

学校は、充実した食育指導を通して、健康教育に
取り組んでいる。

58 77 13 2

1 0 0 0 21 863 83 9 2 20 7

19 10 1

常時オンラインで授業配信を行

い、学習権の保障に力を入れた。

また、学習センターに教室に入る

ことができにない生徒へ向けた学

習環境の整備にも務めてきた。豊

島区の学力向上の研究指定校とし

てCBTを利用した授業改善にも取

り組んだ。

0 0 0

Ⅲ－２
学校は、生命を大切にする態度や思いやり、優し
い心を育てている。

55 86 5 5 26 7 1 0

2

0 00 0 0 22

0 0 0 21 8 0
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Ⅱ－２

学校は、ＩＣＴ機器やタブレット端末等の活用に
より、分かりやすい授業の実施や子どもの学びの
意欲の向上に取り組んでいる。

52 87 18 1

Ⅱ－１
学校は、子どもの学力の定着・向上のために、分
かりやすい授業を行っている。

6 3

51

Ⅳ
健やかな

  体の育成

Ⅳ－１
学校は、子どもの体力向上や健康の促進に、積極
的に取り組んでいる。

Ⅲ
豊かな

  心の育成

Ⅲ－１

22 8 186 13 2 25 6 2

学校は、道徳科の時間を含めた全教育活動をとお
して、互いの良さを尊重し合う温かい学校づくり
を推進している。

58 86 7

Ⅰ
就学前から小学

校・中学校への

円滑な接続

Ⅰ－１
学校は、関係諸機関等(保育園や幼稚園、小学
校、中学校)と連携を図ろうとしている。

55 75 15

0

24 8 0 0 0

今年度は2年ぶりに対面での分科会の実

施することができ、小中9年間を通して

継続した支援のあり方を検討すること

ができた。また、小学生体験授業も実

施することができた。

30 8 0 0 0 0 0

84 419

0 26 5 0 0

道徳授業地区公開講座では2年ぶ

りに対面での協議会を行い、保護

者、地域、教員が意見交換を行う

ことができた。また、土曜授業の

際に道徳の授業を実施し、本校の

道徳教育の周知へ繋がったと考え

ている。

次年度に
向けた
改善策

自己評価
概要

学校関係者による評価

学校関係者
評価の意見

評
語

関係機関と連携を図り、対応している様子が

うかがえた。小学生体験等も実施でき、小学

生から「中学校へ行ってきた」という声が久

しぶりに聞こえ、嬉しく思った。困り感のあ

る子の情報も上がっており、連携を密にとっ

ていると感じている。

A

豊島区立　西池袋中　学校

領
域

豊島区教育
ビジョン
2019

基本方針等

評価
番号

評価項目

年間評価

児童・生徒 保護者 地域 教職員

22 9 02

特別支援教育と共に不登校等を含め、様々な支援を

必要とする児童・生徒の増加と、多様化する支援内

容に対し、西池袋中ブロック校として９年間を見通

した支援体制や支援のあり方を充実させ、課題解決

を図っていく。


